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反射法探査結果から得られた大阪湾断層の過去100万年間の活動度（その２）

Activity of the Osaka-wan fault since 1Ma, estimated by seismic reflection surveys

(Part.2)
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1 9 9 8年合同大会に引き続き，大阪湾断層の活動度を推定した．今回は北方の3分岐断層も含めて計1 7地点で変位
速度を推定した．その結果以下のことが分かった．大阪湾断層の活動度はおよそ5 0万年前以降やや加速している
可能性があるが，それは見積もり誤差の範囲内ともいえる程度である．断層主部で平均変位速度(鉛直成分)は1 0 0
万年間で0 . 5～0 . 7 m / k y程度，最近3 0万年間では0 . 6～0 . 8 m / k y程度である．大阪湾断層系全体として，大阪湾中部
から神戸港内まで0 . 5 m / k y以上の平均変位速度(鉛直成分)を有している．卓越しているであろう水平成分を考慮す
れば，大阪湾断層系のかなりの部分がA級の活動度を持つ可能性がある．

１．はじめに
横倉・他(1998a, b)は，東灘における1 5 0 0 mボーリング，V S Pなどの結果を利用して，大阪湾の反射法断面に

見られる特徴的な反射面を対比し，大阪湾断層の平均変位速度(鉛直成分)を求めた．その結果，断層主部の変位速
度はおよそ0 . 5～0 . 6 m / k yであり，過去1 0 0万年間にわたりほぼ一定であることを示した．一方藤田( 1 9 8 3 )は，大阪
湾の東方にある上町断層の変位速度が約5 0～6 0万年前を境に大きく加速したことを示している．また横倉( 1 9 9 8 )は
大阪湾南方の中央構造線周辺で，0 . 9 M a頃と時期は特定できないが0 . 1 3～0 . 9 M aのどこかとで，2回の鉛直変位速度
の急変(小→大→小という変化)があった可能性を示唆している．大阪湾周辺で本当にこのような急激な変化が存在
したのかどうかは，当地域のテクトニクスを考える上で重要な問題である．本講演ではこのことを念頭に置きな
がら，大阪湾断層の変位速度について再考した．

２．大阪湾断層の平均変位速度
今回は海成粘土層のMa-1(約110万年前), Ma3(約87万年前), Ma6(約60万年前), Ma10(約30万年前)に加え，広域

的に追跡できる下末吉海進前後の不整合面(約1 3万年前)のデータも加味し，北方の3分岐断層も含めて計1 7地点で
変位速度を推定した．その結果，( 1 )大阪湾断層の活動度はおよそ5 0万年前以降やや加速している可能性がある，
( 2 )主部の変位速度は 1 0 0万年間の平均で0 . 5～0 . 7 m / k yであるが，最近3 0万年間では0 . 6～0 . 8 m / k y程度である．( 3 )
ただし加速しているといっても見積もり誤差の範囲内ともいえる程度であり，藤田( 1 9 8 3 )の示した上町断層の場合
のように急激な変化ではない，( 4 )神戸港周辺の3分岐断層のそれぞれの活動度は小さいが，3断層合計すると0 . 5～
0 . 6 m / k yとなり，大阪湾断層の主部とほとんど変わらない，( 5 )つまり大阪湾断層系としては，大阪湾中部から神
戸港内まで0.5m/ky以上の平均変位速度(鉛直成分)を有している，という結論が得られた．

３．藤田の上町断層の変位速度
変位速度の変化という観点からは，大阪湾断層ではそれほど急激な変化はなかったといえる．そこで藤田

( 1 9 8 3 )の上町断層のデータを吟味したところ，本講演と藤田( 1 9 8 3 )とで使用している海成粘土層の年代値が異なっ
ていることが分かった．本講演で採用した年代値を使用して，藤田( 1 9 8 3 )の上町断層を挟む海成粘土層の標高差デ
ータをプロットしなおすと，過去約1 0 0万年間ほぼ一定の変位速度となってしまった．すなわち藤田( 1 9 8 3 )の示し
た急激な変化は年代の見積もりに大きく依存するということである．逆に言えば，藤田の年代値を使用すれば，
大阪湾断層でも急激な変化があったということになり得る．すなわち年代値の見積もりをどうするかによって結
論が変わりうるということでもある．

４．まとめ
大阪湾断層系は大阪湾中部から神戸港内にかけてのほとんど全域にわたって0 . 5 m / k y以上の鉛直変位速度を有

している．従って，卓越しているであろう水平成分を考慮すれば，大阪湾断層系のかなりの部分がA級の活動度を
持つ可能性がある．

本講演で採用した年代を信じる限り，大阪湾断層や上町断層では約5 0万年前に急激な変位速度の変化はなか
ったことになる．すなわち大阪湾・大阪平野部でみると「六甲変動」は少なくとも約9 0万年前から現在まで同程
度であったということである．ただし9 0～1 0 0万年前頃に大きな変化があった可能性はある．一方，同じ年代値を
使用した中央構造線付近の変位速度は２回大きく変化している可能性がある(横倉，1 9 9 8 )．当地域のテクトニクス
を論じるためには，より正確な年代決定やここで述べたような基礎的変動データの積み重ねがさらに必要であろ
う．
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